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はじめに 施工者様へ1

複数のコントローラがある際は「無線アドレス(コントローラ番号)」を割り当て
ることで各コントローラの操作対象となる器具を指定します。アドレスは最大
10(1～10まで)を設定することができます。”アドレス1”とされた器具は、”アドレ
ス1”のコントローラから発信された命令のみを受け入れ、実行します。

空間内に同じアドレスが重複して使用されるおそれがあります。同じアドレス番
号コントローラの無線到達範囲が、重なって器具に到達すると複数の無線命
令を受け、照明の予期せぬ明滅などの動作不良を引き起こす要因となります。

「アドレス」をあらかじめ設定しないと…

どちらを実行したら
良いのか?

点灯消灯

2
2

1
1

1

1

3

3

1
1

■「アドレス」とは何ですか？
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はじめに 施工者様へ1

ひとつのコントローラの中で、更に細かく各々の明るさを変える事ができる系
統の単位を「回路」と呼びます。MILCO.Sシリーズの製品群には、ひとつのコン
トローラで４系統の回路を制御できるものと、２回路のものがあります。

■「回路」とは何ですか？

回路
1

回路
2

回路
3

回路
4

たとえば本器（MS711S）を２台使えば、８回路の器具群を設け
それぞれの明るさを変え点灯させることができます。

「回路」を活用すれば…

通信線

1

1
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3
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アドレス①（コントローラ①） アドレス①
（コントローラ①）

50% 25% 75% 100%

回路 1 回路 2 回路 3 回路 4

アドレス②（コントローラ②）

 アドレス②
（コントローラ②）

50% 25% 消灯 100%

回路 1 回路 2 回路 3 回路 4



7

はじめに 施工者様へ1

■ 「アドレス」「回路」の番号設定は
　機器のスイッチ操作で行います
器具に搭載される無線調光ユニットと、コントローラの「ディップスイッチ」に、
精密ドライバー等を使用し、アドレス及び回路番号の割り付けを行います。コン
トローラ側、及びその制御対象となる照明器具側のアドレスを合致させます。

有線タイプのコントローラには、コントローラと器具を関連付けるためのディッ
プスイッチによる設定はありません。ただし、コントローラの識別のためアドレ
ス番号を付与する必要があり、ワイヤレスリモコン（MS213）による設定を行い
ます。（p.19）

●無線コントローラ側のディップスイッチ部（例）

●照明器具側に搭載された無線調光ユニットのディップスイッチ部（例）

器具側(無線調光ユニット)には、アドレス番
号に加え自身の属する回路番号を定めます。

アドレス番号：2
の場合

アドレス番号：2
の場合

アドレス番号：2
回路：2の場合

おねがい

MEMO



アドレス
1

アドレス
1

アドレス
1

アドレス
1

固有のID番号

アドレス
1

固有のID番号

アドレス
1
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はじめに 施工者様へ1

どちらを実行したら良いのか?

システムID設定は必ず必要です
コントローラと照明器具に搭載された無線調光ユニットには、ディップスイッチ
操作によって、必ず「1」～「10」いずれかの無線アドレス番号が与えられてお
り、無線操作対象器具の識別を行います。
しかし、自器と同じ無線アドレスを持つコントローラが、周囲に２台以上存在す
ると器具はどのコントローラからの命令を受ければ良いか判断できず、誤作動
します。（遠方に設置された同一アドレスの対象外コントローラから、何らかの
原因で器具に電波が届いたり、将来の近隣エリア工事時に、他事業者によって
同一アドレスのコントローラが設置されるケースなどが考えられます。）
システムIDは、コントローラ個体が持つ一つ一つ異なった独自の番号です。こ
の固有のID番号を1～10のアドレス番号に加えて器具に紐付けすることで、以
後他のコントローラの命令による誤作動を防ぐための初期設定作業が「システ
ムID設定」となるため、必ず行ってください。

■アドレスに「システムID」を加え確実な紐付けを行います

アドレス設定のみ

消灯点灯

紐付けできた!

システムID設定付与

消灯点灯

おねがい
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無線コントローラと無線調光ユニットの
ディップスイッチを操作します
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❷無線調光ユニットのアドレス番号・回路番号設定

無線

無線

無線

コントローラと、器具に搭載される無線調光ユニ
ットの「ディップスイッチ」を、精密ドライバー等を
使用し操作、アドレス及び回路番号の割り付けを
行います。コントローラ側、及びその制御対象と
なる照明器具側のアドレスを合致させます。

有線タイプのコントローラには、コントローラと器具を関連付けるための
ディップスイッチによる設定はありません。ただし、コントローラの識別
のためアドレス番号を付与する必要があり、 （p.19）でワイヤレスリモコ
ン（MS213）による設定を行います。

無線コントローラ側のディップスイッチ部（例）

照明器具側に搭載された無線調光ユニットのディップスイッチ部（例）

器具側(無線調光ユニット)には、アドレス番
号に加え自身の属する回路番号を定めます。

アドレス番号：2
の場合

アドレス番号：2
の場合

アドレス番号：2
回路：2の場合

おねがい

おねがい

機器設置作業 施工者様へコントローラ操作2 無線

❶無線コントローラのアドレス番号設定

1

無線
コントローラ
番号

無線
調光ユニット
番号

合致

おねがい

3
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○無線アドレス番号（コントローラ番号）設定一覧

無線アドレス 2

無線アドレス 5

無線アドレス 8

無線アドレス 1

無線アドレス 4無線アドレス 3

無線アドレス 7無線アドレス 6

無線アドレス 10無線アドレス 9

工場出荷時は「無線アドレス=1」に設定されています。

無線
アドレス 7

有線
アドレス 7

競合に注意！

競合

MEMO

おねがい

機器設置作業 施工者様へコントローラ・照明器具操作2 無線

（工場出荷時の設定）
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アドレス1 電源入

固有のID番号

アドレス1 電源切

アドレス1 電源入

固有のID番号

アドレス1 電源入

無線

無線
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❶ID設定時には、施設内にある
　同一無線アドレス器具の電源を切る
システムID設定の指令は、そのとき電源がONになっている、同一無線アドレスの
全ての照明器具で受信されます。
指示を行う無線は広範囲に到達するので、他の部屋で作動している器具に無線
指示が届き、間違って紐付けがされる恐れがあります。このため「システムID設
定」を行う際は、同一アドレスで、まだシステムID設定がされていない（ID設定情
報が空の）設定対象外となる、全ての照明器具の電源を必ず切ってください。

対象外の器具がシステムID 設定の電波を受信してしまわないよう、
同一アドレスの対象外器具の電源は切る。

対象外のエリアで同一アドレスの器具の電源が入っていると、
誤って紐付けがされる。

設定エリア

コントローラ

近隣エリア

コントローラ

設定エリア

コントローラ

近隣エリア

コントローラ

無線システムID設定を行います

機器設置作業 施工者様へリモコン操作2 無線

4

正しく
ID受信、紐付

ID受信
しません

正しく
ID受信、紐付

対象外器具で
ID受信、紐付

される恐れ有り



❷すべてのコントローラ1台1台の、
　照明をON/OFFし対象器具を確認する

誤ったアドレス設定がされている場合の点灯例

無線
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機器設置作業 施工者様へリモコン操作2 無線

を先に押しながら

を押す

壁付形天井埋込形

全てのコントローラに対し、それ
ぞれリモコンを向け単独コント
ローラ操作で、全灯・消灯操作
を行ってください。対象となる
器具群が、正しく点灯・消灯して
いるかを目視して確認します。

※ON/OFFするコントローラ
以外にリモコン信号が届か
ないように注意します。

調光の不具合が確認された場合、「無線アドレス」が正しく設定されず施工
されている可能性があります。該当するコントローラと照明器具の無線調光
ユニットのディップスイッチが合っているかを確認し、都度修正作業を行って
ください。（p.11）

対象外器具群

別の列で、対象外器具が
作動してしまっている

別の部屋で、対象外器具が
作動してしまっている

対象器具が
常に作動しない

アドレス 3
対象器具群

アドレス 2
コントローラ 2

（　　　　　 ）
に対してON/OFF
アドレス 2

対象外器具群

アドレス 4

お知らせ
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■基本設定

設定を行う「シーン0」表示が点灯します。

点滅している、コントローラ番号選択「上」「下」ボタンをタッチして自
器、もしくは接続されたコントローラを選択します。
選択したコントローラの回路毎明るさ「上」「下」ボタンをタッチしてシ
ーンの照明をお好みの明るさに調整します。

シーン０における、接続された全てのコントローラの明るさを調整しシーン
の明るさが決まったら「設定」ボタンを押すと、その明るさで「シーン０」調
光率登録が完了し、自動的に次の「シーン１」調光率設定に進みますので、
引き続き、登録を行ってください。

「シーン0」から「シーン6」までを順に行います。「シーン6」の明るさ調整を終
え「設定」ボタンを押すと　 7つのシーン開始時刻設定に進みます。

「設定中」点灯LEDの左側「解除」ボタンを押すと設定を途中で破棄し取り
止めます。また設定中、３分間無操作が続くと、同じく設定は破棄されます。

修正や入力を行いたいシーンが2つでも、7つのシーン設定プロセスを経る必
要がありますが、変更が不要な場合はそのまま「設定」ボタンを押せば、す
でに入力されたシーンを変更することなく、次のシーンに進めます。

７つのシーン調光率設定
現在設定中のシーン名が点灯します。

コントローラ番号

1

3

4

2

2

MEMO

「設定」ボタンを押すと次のシーンに進みますが、一度入力を終えたシーン
に戻って修正を行うことはできません。最後まで設定を完了させ、再度基本
設定を行い、設定を上書きをしてください。

MEMO

MEMO

3

A

A

B

B

運用設定 コントローラ操作有線3 無線 施工者様・ユーザー様へ
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シーン開始時刻

0：00 23：5918：0012：006：00

6

3

0

７つのシーン開始時刻設定

シーン0,3,6に開始時刻を設定した例

設定を行う「シーン０」「スケジュール」表示が点灯します。点滅している
「上」「下」ボタンをタッチしてシーン開始時刻　　　   ～　　　  （LED表示
画面）を入力します。シーンをスケジュー
ル運用しないときは、　　　   のままとし
ます。すでに時刻が入力された状態では、
時刻　　　  から、さらに「下」ボタンを押
すと、　　　  （設定なし）になります。

「シーン0」から「シーン6」までを順に設定します。「シーン６」の開始時刻設
定を終え「設定」ボタンを押すと、基本設定すべての作業が完了します。

シーンの開始時刻が決まったら「設定」ボタンを押すと、その時刻で「シー
ン０」開始時刻が完了し、自動的に次の「シーン１」開始時刻設定に進みま
すので、引き続き、登録を行ってください。

現在設定中のシーン名と、スケジュールが点灯します。

シーン 0
シーン 3
シーン 6

シーン名 開始時刻

シーン 1
シーン 2
シーン 4
シーン 5

シーン名 開始時刻

6

3

運用設定 コントローラ操作有線3 無線 施工者様・ユーザー様へ

1

3

2
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無線 有線こんなときは 施工者様へ5

コントローラと器具間の接続を確認します
最初に、接続されたコントローラ1台1台毎に対象器具の点灯・消灯確認を行いま
す。正しく点滅しないときは、チェックと処置を行うため

コンパクトリモコン（MS201）を、壁付形、天井埋込形コントローラ1台1台毎に向け、
コントローラ単独で点灯・消灯させます。それぞれのコントローラの対象となる照明
器具群が正しく点滅するか目視で確かめます。

室内のコントローラに赤外線信号が届き、対象とす
るコントローラと同時に点滅する事があります。そ
の場合、対象となるコントローラのみが作動するよ
う遮光などを行って下さい。

ピッピッ

を先に押しながら

を押す

コンパクトリモコン（MS201）を
対象のコントローラに向け

天井埋込形

壁付形

対象外器具群

別の列で、対象外器具が
作動してしまっている

別の部屋で、対象外器具が
作動してしまっている

対象器具が
常に作動しない

アドレス 3
対象器具群

アドレス 2
コントローラ 2

（　　　　　 ）
に対してON/OFF
アドレス 2

対象外器具群

アドレス 4

3

無線 有線 に進んでください。… …1 2 3 4 5 6 7
(p.45)(p.39 - p.44)

天井埋込形

おねがい

無線 有線
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無線

無線

無線

無線

こんなときは5

照明器具への電源を確認し、接続不良の箇所
があれば正しく給電してください。
なお照明器具に正しく給電された状態であれ
ば、調光信号を送出する壁付形・天井埋込形コ
ントローラの電源のみを落としたとき、照明器
具は調光されず100%で点灯します。

コントローラのアドレス番号
と、対象器具に搭載された無
線調光ユニットのアドレス番
号が同一になっているか、デ
ィップスイッチを目視確認し、
異なっている場合は合致させ
てください。

無線調光ユニットの取り付け
を確認し、コネクタ等接続不
良の箇所があれば正しく給電
してください。

❶照明器具への給電をチェックする

❷無線調光ユニットへの給電をチェックする

❸器具のアドレスと、無線調光ユニットのアドレスをチェックする

Myシリーズ（例）

コネクタ

無線調光ユニット
アドレス番号

コントローラアドレス番号

「『アドレス』とは何ですか？」 p.5へ

「無線コントローラのアドレス番号設定」 p.11へ

施工者様へ
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無線

無線

こんなときは 施工者様へ5

おねがい

コントローラと器具のアドレスが合致していても特定の器具が操作できない場合、
コントローラと器具の「無線システムID」が合致していない可能性があります。

「無線システムID」の不一致には、A)B)2つのケースが考えられますが、動作不良の
場合A)B)どちらの可能性もあるため、次の処置を行います。

❹無線システムIDの設定

①操作できない無線調光ユニットの「無線システムID」をリセットする（p.42）
②操作できない無線調光ユニットへ「無線システムID」を再度割り当てる（p.44）
③操作できるか点灯・消灯を確認する（p.44）

対象器具(操作できない)

対象器具（操作できる）コントローラ

右図C)のようにコントローラ・すべて
の無線調光ユニットに、無線システム
IDが未割当のとき、ケースA)B)に示す
ID不一致による操作障害は起きませ
ん。無線範囲が原因である可能性が
あるので、先に❺（p.44）をチェックし
てください。但し、❺項の処置で問題
が解消された場合でも、そのまま無線
システムIDを割り当てないまま使うこ
とはせず、正常作動確認の後、無線シ
ステムIDの設定は必ず行ってください。

対象器具（操作できない）

対象器具（操作できる）コントローラ

アドレス 2
無線システムID

アドレス 2
無線システムID

アドレス 2
無線システムID

アドレス 2
無線システムID

対象器具（操作できる）

対象器具(操作できない）

コントローラ

B)

C)

A)

アドレス 2
無線システムIDが

割り当てられていない

アドレス 2
無線システムIDが

割り当てられていない

アドレス 2
無線システムIDが

割り当てられていない

アドレス 2
無線システムIDが

割り当てられていない

アドレス 2
コントローラと異なる無線

システムIDが割り当てられている



Ｏ
Ｎ

８７６５

Ｏ
Ｆ
Ｆ

８７６５
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無線こんなときは5

①操作できない無線調光ユニットの「無線システムID」をリセットする

リセット対象となる照明器具の電源を切
ります。この際はコントローラによる0%
調光制御（消灯）ではなく、電灯電源自体
を落としてください。

リセット対象となる照明器具の電源を入
れ、3秒以上待ちます。この時点で無線調光
ユニットの「無線ID」がリセットされます（既
にあるIDが消去されて、空になります）。

リセット対象となる照明器具の電源を切ります。

無線調光ユニットの「リセット」ディップスイッチを通常通り
OFFに戻します。これで本操作は完了し、次の手順で無線
システムIDを再び割り当てます。

リセット対象となる器具の無線調光ユニットの
「リセット」ディップスイッチをONにしてください。

対象器具(操作できない)

施工者様へ

６ 

参
考

１ 

は
じ
め
に

２ 

機
器
設
置
作
業

３ 

運
用
設
定

４ 

運
用

５ 

こ
ん
な
と
き
は



アドレス1 電源入

固有のID番号

アドレス1 電源切

アドレス1 電源入

固有のID番号

アドレス1 電源入
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無線こんなときは 施工者様へ5

対象外の器具がシステムID設定の電波を受信してしまわないよう、
同一アドレスの対象外器具の電源は切る。

対象外のエリアで同一アドレスの器具の電源が入っていると、
誤って紐付けがされる。

設定エリア

コントローラ

近隣エリア

コントローラ

設定エリア

コントローラ

近隣エリア

コントローラ

おねがい

ID設定時、施設内に同一無線アドレスの
器具がある場合は電源を切る
システムID設定の指令は、そのとき電源がONになっている、同一無線アドレスの
全ての照明器具で受信されます。
指示を行う無線は広範囲に到達するので、他の部屋で作動している器具に無線
指示が届き、間違って紐付けがされる恐れがあります。このため「システムID設
定」を行う際は、設定対象となる器具以外の、同一アドレスで、まだID設定のされ
ていない（ID設定情報が空の）全ての照明器具電源を必ず切ってください。

正しく
ID受信、紐付

ID受信
しません

正しく
ID受信、紐付

対象外器具で
ID受信、紐付

される恐れ有り
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無線こんなときは5

「コントローラの取付場所について」 p.4へ

ピッ
ピッ

を先に押しながら

を押す

２つのボタンを３秒以上押し続
けると送信され、受信コントロ
ーラから「ピッ」と音がします。

を先に押しながら

を押す

建物の電波・障害物の状況により、無線が一時的に器具に届きにくいこと
があるため、本操作を5秒程度の間隔をおいて3回以上行ってください。

ピッ

ピッ

③操作できるか点灯・消灯を確認する

最初の手順（p.39）で行ったように対象となる器具群の点灯・消灯をチェックしま
す。正しく点滅しないときは、次項❺無線到達範囲を確認します。

無線範囲の中で電波が届きにくい箇所には、無線中継器兼PWM変換器（MS406）を使用
することができます。

取扱説明書に記載されている無線範囲を確認し、無線範囲に器具を設置してください。

対象外同一アドレス器具の電源を切ったことを確認（p.43）したら
コントローラから無線調光ユニットへ、システムIDを送信させます。

コンパクトリモコン（MS201）を
対象のコントローラに向け

コンパクトリモコン（MS201）を
対象のコントローラに向け

正常な操作ができなかった無線調光ユニットに無線システムIDが再設定されれば、
既に対象コントローラの無線システムIDが割り当てられた、他の器具と一体となって
作動するようになります。

❺コントローラ無線到達範囲を確認する

②操作できない無線調光ユニットへ「無線システムID」を再度割り当てる

天井埋込形

壁付形

「無線中継器兼PWM変換器（MS406）の活用例」 p.47へ

施工者様へ

おねがい

無線

６ 

参
考
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め
に
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